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会長挨拶

遠藤君、望月君

前々回

今　回

出席総数 出  席  率 メークアップ 修正出席率

会員総数

あなたが見えなくて残念でした。欠 席 者

27/34　　 　79.41%　　　　29/34　　 　85.29%

32/34　　 　94.12%　　　　　　　　  　36名

司会：土屋　巧君　指揮：山本　章君

こんばんは、暑さもようやく

おさまりました、さわやかな

秋の風を感じるようになり、

それとともに政局もようやく

落ち着きはじめ、これから日

本の経済の立て直しが本格化

することを期待しております。

７月２日　　渡邊照芳君

７月２日　　加藤正幸君

７月３日　　山田定男君

７月４日　　新井　香君

７月４日　　石井和郎君

入会記念日

幹事 内田憲一君

幹事報告

ＧＳＥホームステイの受け入れを山口雅弘君が

こころ良く受けていただきました。誠にありがと

うございます。 

１．

エサ・ラディティアさん（米山奨学生）

大塚良重さん

山上光喜さん（元会員）

松下充孝さん（元会員）

ようこそせせらぎ三島
ロータリークラブへ

せせらぎ三島ロータリークラブ 検索

円高も日本銀行が円売りに介入してようやく円安に転

じています。貿易国である日本は、円高になると国内

で生産することが不可能になり、生産拠点が安い外国

へ大企業が移転生産をするようになりますと下請けの

中小企業も外国へ拠点を移さなければならず、空洞化

現象が起こり、雇用が無くなり益々不景気になります。

このようなことが起きない様にしていただきたいと思

います。

さて、本日は、親睦例会です。後程ゲストの女優の大

塚良重様が「夏目漱石の短編」から四作品を語り部で

ご紹介いただけるそうです。

楽しみにしております。

親睦例会ですので皆さんで大いに語り、飲んで、食べ

て、夏目漱石の物語を聞いて自己研鑽をして楽しみま

しょう。

最後になりましたが地区のロータリー情報ご連絡いた

します。

11月14日に行われます地区大会のRI会長代理に姫路ロ

ータリークラブの安平和彦氏がRIから派遣されること

に決まったそうです。ご職業は、民事弁護士さんです。

地区大会等詳しくは、日にちが近くになりましたら内

田幹事さんよりご連絡致しますのでご協力宜しくお願

い致します。



次 回 例 会

３月13日（土）（12日の振替）

植林事業

ロータリー世界各地から

ＲＯＴＡＲＹ　ＷＯＲＬＤ

ＲＯＴＡＲＹ　ＮＥＷＳ

１１月１日から１１月５日まで５日間ＧＳＥをせせ

らぎＲＣで受け入れることが決定いたしました。

昼間は各ロータリーでいろいろな施設を見学に連れ

ていきます。

ですから基本的には夕食とお泊めするだけです。

これもまた歓迎会などがあるので毎日ではありません。

会員の皆様是非ともご協力お願いします。

第１５回理事役員会報告

卓話松下充孝さん：お久し振りです。今晩はやっかいにな
ります。

スマイルボックス

日本一コロッケを企画した三島商工会議所青年部
内田聡会長に協賛金を渡す

卓話

石井和郎君江戸しぐさ

　江戸しぐさとは一言で言えば世界的基準として通

じる江戸の感性です。この場合江戸とは江戸町衆のこ

とで、町衆とは町方のリーダー達の事だそうです。つ

まり異業種のリーダーの集まり、今で言えば経団連の

メンバーに匹敵する人々の事です。家康の開府以来江

戸は繁栄し大都市化していく訳ですが、人々も北から

南から又世界からも江戸へ江戸へと集まり、言葉、風

習がまるで違う異文化のるつぼと化して行く訳です。

そこで当然起こって来るはずの軋轢をおこさない様、

又様々なトラブルを未然に防ぐ為町衆が衆知を集め

真剣に考え抜き、その結果生み出されたケースバイケ

ースのやさしい身体技法ともいえます。

江戸しぐさのしぐさは思草と書きます。思うは思考、

思惟、草は雑草の草ではなく行為、動作のことなのです。

江戸しぐさとは生み出された思いやりや考え方を仕

様書としてパンフで配り皆で守りましょうと言うの

とは違いそれをくせになるまで肉体化して行き即目付、

表情、口の利き方、身のこなしで表現する瞬間芸なの

です。そのため「江戸しぐさ」は江戸っ子の“くせ”です

と言う方もいます。江戸しぐさで言う江戸っ子の条件

とは①目の前の人を仏の化身と考えられる②時泥棒

をしない③肩書きを気にしない（初対面の人に年齢、

職業、地位を聞かない）④遊び心がある　の４つだと

いわれます。又、職人のべらんめい調の江戸っ子とは

ちょっと違い、町衆の言葉はとても丁寧だったそうで

す。（物の本にも江戸っ子は紳士中の紳士であると書

かれています）ですから江戸しぐさで一番気をつけた

のが「口のきき方」。言葉の乱れは生活の乱れのチェッ

ク項目でした。口約束は証文以上に効力と義務があり、

当人が死なない限り約束は守られ、「死んだらごめん」

と続けた場合は本人の決意表明でした。

江戸しぐさは、いじめをしたくなくなるしぐさ、いく

さをしたくなくなるしぐさなのです。（今の時代にも

っとも必要なしぐさかもしれません。）お互いを対等

に思いやり、たった一度の人生を時間を無駄にせず気

持ちよく生きるための共生のしぐさ、平和のしぐさが

有り、又、人付き合いの仕方を教えているのですが、そ

の中で最重要視したいのが、外国付き合いと、赤の他

人との付き合いでした。要するに平和の鍵となる異文

化との共生を説いたのです。やがて江戸しぐさは上に

立つ人達の美しいしぐさが見るからに粋で素敵だっ

たのでしょうか、一般町人を巻き込み、ついには長屋

の八っさん熊さんまで、見よう見まねの江戸しぐさも

どきのしぐさをする様になっていき、下町に代々伝承

され、それは昭和の初期まではあちこちに見られたそ

うです。

８月15日　　新井　香君

９月６日　　宮澤正昭君

会員誕生日

委員長　小林　勝君ロータリー奉仕委員会

9月24日は杉山隆君の卓話になっていますが　手の手

術の為卓話者の変更です

クラブフォーラムを行います　

テーマ　楽しい例会をする為に

委員長　鈴木政則君

委員会報告
プログラム委員会

９月１７日親睦例会にて

女優　大塚よしえ様による「語り部」を行ないますの

で、皆様参加してください。

委員長　石井邦夫君親睦委員会

日本人宇宙飛行士で、元国際親善奨学生である山崎直

子さんは、子どものときから宇宙にあこがれていたと

言います。故郷の千葉県松戸市では、毎晩のように星を

観察していましたが、成長するにつれ、映画｢スター・ウ

ォーズ｣やスペース・シャトルの打ち上げのテレビ中継

によって、山崎さんの熱意はますますかき立てられま

した。 

スペース・シャトル「ディスカバリー」の乗組員として、

山崎さんは既に360時間を超える宇宙飛行歴を積みま

した。去る4月には、国際宇宙ステーションに向けた、デ

ィスカバリーによる物資補給ミッションで、ミッション・

スペシャリスト（搭乗運用技術者）として参加しました

が、この経験は山崎さんにとって特に意味深いもので

した。 

山崎さんの宇宙飛行士としてのキャリアの選択には、

1994-95年度にロータリー奨学生として国際プロジェ

クトに参加した経験が大きな影響を与えました。山崎

さんは、千葉県の松戸中央ロータリー・クラブから派遣

され、米国メリーランド州のメリーランド大学で宇宙

ロボット工学を学びましたが、そこで一緒に研究をし

ていた世界中からの学生たちが、日本人の自分より日

本と日本文化をよく知っていたことに驚かされました。

この経験は、自分の母国のことだけではなく、客観的に

ものを見ることの大切さを教えるものとなりました。

山崎さんは、この客観性は宇宙飛行士としての仕事に

も大事だと考えています。 

「地球を離れた場所から研究すると、とても学ぶことが

多いのです」と山崎さんは語ります。 

留学中にはまた、コミュニケーションのスキル、入念な

準備、そしてチームワークの大切さも学んだと言います。

これは、1996年に日本の宇宙航空研究開発機構（JAXA）

で宇宙飛行士としてのキャリアを始めたときにも生か

されました。 

宇宙計画で効率よく情報を共有し、協力し合うには、コ

ミュニケーションが大事です」と山崎さん。「留学先で、

特に外国語で意思の疎通をしようとする場合も同じで

すね」

実際に宇宙飛行をするに至るまでの道のりには、カナダ、

日本、ロシア、米国での10年近い訓練がありました。基

礎的な訓練を終えてからは、ロシアへ赴き、7カ月かけ

てロシアの宇宙船「ソユーズ」のフライト・エンジニア（航

空機関士）の資格も取りました。 

地球に戻ってからの山崎さんは、NASAへの訪問、宇宙船

の軌道を検討する専門家会議への参加、広報活動など、

宇宙飛行の事後活動に携わっています。 

「宇宙ステーションは2020年まで運行される予定です

から、もう一度行けるといいと思います」 

ＲＯＴＡＲＹ　ＮＥＷＳ

～日本の元国際親善奨学生が宇宙飛行士に～

夏目漱石の短編を語る女優の大塚良重さん

米山奨学生エサ・ラディティア君
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